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え
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」
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見
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！
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い
わ
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
に
、

高
速
道
路
の
通
行
料
金
に
応
じ
て
マ
イ
レ
ー

ジ
が
付
与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
分
を
無
料
通
行

に
還
元
で
き
る
「
Ｕ
Ｃ
法
人
E
T
C
カ
ー
ド
」

（
以
下
、法
人
カ
ー
ド
）。多
く
の
組
合
員
様
に
、

マ
イ
レ
ー
ジ
を
介
し
て
高
速
道
路
料
金
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
商
連
加
盟
組
合
が
扱
う
「
Ｅ

Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
」（
以
下
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
）
へ
切
り
換
え
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
有
利
な
料
金
で
高
速
道
路
を
利
用
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る

組
合
員
様
の
場

合
、
使
っ
て
い
た

法
人
カ
ー
ド
の

う
ち
、
19
枚
を

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
に
切
り

換
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
月
額

７
万
６
千
円
も

の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
。
年
間
ベ
ー
ス

の
累
計
で
は
、

１
０
０
万
円
近
く
も
高
速
道
路
料
金
を
節
約

で
き
る
と
い
う
計
算
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
カ
ー
ド
の
見
直
し
」
で
有

利
に
な
る
組
合
員
様
に
対
し
て
は
、
各
組
合

職
員
か
ら
個
別
に
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
は
毎
月
変

動
し
ま
す
。
新
た
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド

へ
切
り
換
え
た
方
が
有
利
に
な
る
組
合
員
様

が
現
れ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
個
別
連
絡
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
全
商
連
だ
よ
り
を
通
じ
て
「
カ
ー
ド
の
見

直
し
を
し
た
方
が
有
利
に
な
る
場
合
」
を
説

明
し
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
パ
ー
ト
を
参
照
し
な
が
ら
、

毎
月
お
届
け
す
る
明
細
書
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
だ
き
カ
ー
ド
見
直
し
に
役
立
て

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
法
人
カ
ー
ド
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
へ
の
切
り
換
え
で
金
額
的
メ
リ
ッ
ト

が
出
る
た
め
、
法
人
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い

る
組
合
員
様
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド

と
し
て
は
、
薄
い
ブ
ル
ー
系
の
タ
イ
プ
。
券

面
の
表
側
に
Ｕ
Ｃ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ
る
も

の
を
使
っ
て
い
る
場
合
に
な
り
ま
す
。
毎
月

お
届
け
す
る
明
細
書
（
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

通
行
料
金
請
求
書
、
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
利

用
金
額
・
ポ
イ
ン
ト
明
細
書
）
で
は
『
法
人

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
』
と
記
載
が
あ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
法
人
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
最
も
重
要
な
「
ど
の
よ
う
な
場
合

に
切
り
換
え
た
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
」
に

つ
い
て
。
こ
の
点
は
、
法
人
カ
ー
ド
よ
り
も

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
の
方
が
割
引
率
は
高

く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
切
り
換
え
が
で

き
れ
ば
確
実
に
よ
り
有
利
な
金
額
で
高
速
道

路
が
利
用
で
き
ま
す
。　
　
　

　

も
っ
と
も
、
法
人
カ
ー
ド
を
使
う
全
て
の

組
合
員
様
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
へ
切
り

換
え
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
い
く
つ
か
の
基
準

を
ク
リ
ア
で
き
る
場
合
に
カ
ー
ド
の
切
り
換

え
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

19
枚
の
カ
ー
ド
切
り
換
え
で

月
額
約
７
万
６
千
円
も
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
例
も

カ
ー
ド
切
り
換
え
の
基
準
①

利
用
料
金
に
つ
い
て

ど
ん
な
組
合
員
様
な
ら

見
直
し
で
メ
リ
ッ
ト
？

カード見直しのケーススタディ

●組合員様の状
況をヒアリン
グして提案書
を作成させて
頂きます

UC法人カード
19枚利用

ＥＴＣ
コーポレートカード
19枚利用に
切り換え

月々の割引額が
 ７万円以上増加！

年間試算で
 約100万円のコストダウン！
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満
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
使
用
環
境
面
で
の
基
準
が
あ
り
ま

す
。
法
人
カ
ー
ド
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド

の
大
き
な
違
い
は
、「
法
人
カ
ー
ド
は
ど
の

車
で
も
使
え
る
」の
に
対
し
て
、コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ー
ド
は
「
一
度
使
う
車
を
決
め
る
と
、

そ
れ
以
外
の
車
で
は
使
え
な
い
（
厳
密
に
言

え
ば
、
使
っ
て
も
割
引
を
受
け
ら
れ
な
い
）」

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用

　

ま
ず
、
利
用
料
金
面
で
の
基
準
が
あ
り
ま

す
。
切
り
換
え
を
考
え
て
い
る
法
人
カ
ー
ド

が
、
首
都
高
速
道
路
か
阪
神
高
速
道
路
で
月

５
０
０
０
円
以
上
の
利
用
が
あ
る
。
も
し
く

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
が
管
轄
す
る
高
速
道
路
で

月
の
割
引
対
象
額
が
３
万
円
以
上
で
あ
る
、

と
い
う
基
準
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
明
細
書

で
見
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
ご
と
に
「
東
／
中

／
西
日
本
高
速
道
路
㈱
の
割
引
対
象
額
が

３
万
円
以
上
」、「
阪
神
高
速
道
路
㈱
の
利
用

額
が
５
０
０
０
円
以
上
」、「
首
都
高
速
道
路

㈱
の
利
用
金
額
が
５
０
０
０
円
以
上
」
の
い

ず
れ
か
で
あ
れ
ば
利
用
料
金
面
で
の
基
準
を

環
境
で
の
基
準
は
、「
カ
ー

ド
を
使
う
車
を
固
定
で
き

る
」
と
い
う
点
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
法
人
カ
ー

ド
を
複
数
台
の
車
で
使
い

ま
わ
し
て
い
る
よ
う
な
場

合
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー

ド
へ
の
切
り
換
え
は
難
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

他
方
、
も
う
ひ
と
つ
使

用
環
境
で
注
意
が
必
要
な

の
が「
車
両
の
名
義
」で
す
。

法
人
カ
ー
ド
は
ど
ん
な
名

義
の
車
で
も
使
え
ま
す
。

例
え
ば
、
営
業
マ
ン
に
カ
ー

ド
を
貸
与
し
て
出
張
先
で

レ
ン
タ
カ
ー
の
車
載
器
に

差
し
込
ん
で
使
う
と
い
う

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ー
ド
は
、
組
合
員
様
が

法
人
の
場
合
は
法
人
名
義
。
組
合
員
様
が
個

人
事
業
主
の
方
な
ら
、
代
表
者
様
の
名
義
で

し
か
使
え
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
普
段

カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
る
車
が
法
人
な
ら
法
人

名
義
に
な
っ
て
い
る
。
個
人
事
業
主
の
方
な

ら
代
表
者
名
義
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
カ
ー

ド
切
り
換
え
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
た
基
準
は

組
合
員
様
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
工
夫
す
れ
ば
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー

ド
へ
切
り
換
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
加
盟
組
合
の
な
か
で
、
複
数
枚
法

人
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
組
合
員
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
組
合
員
様
は
、

す
べ
て
の
カ
ー
ド
で
阪
神
高
速
道
路
の
利
用

額
が
月
平
均
５
０
０
０
円
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
車
両
は
す
べ
て
法
人
名
義
で
し

た
。
し
か
し
、
カ
ー
ド
を
社
員
ご
と
に
割
り

振
り
、
そ
の
日
使
う
車
両
に
差
し
込
ん
で

使
っ
て
い
た
た
め
、「
カ
ー
ド
を
使
う
車
両

を
固
定
で
き
て
い
な
い
」
状
態
で
し
た
。
社

員
の
利
便
性
を
考
え
る
と
こ
の
使
い
方
を
維

持
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

社
用
車
の
使
い
方
を
詳
し
く
調
べ
て
み
る

と
、
一
部
の
社
員
は
毎
日
決
ま
っ
て
同
じ
営

業
車
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
車
両
だ
け
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
切
り
換
え
を
行
い
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

使
用
環
境
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
き
で

も
、
詳
し
く
調
べ
る
と
切
り
換
え
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
利
用
料
金
の
基
準
は
下
回
る
と
切

り
換
え
が
難
し
い
部
分
で
す
。
そ
の
た
め
、

毎
月
の
明
細
書
を
確
認
頂
き
、
利
用
料
金
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
が
わ
か
れ
ば

「
カ
ー
ド
の
見
直
し
は
可
能
か
？
」「
こ
う
い

う
使
い
方
を
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
見

直
し
は
で
き
る
か
？
」
と
い
う
ご
相
談
を
、

各
組
合
ま
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
使
い

方
の
提
案
も
含
め
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

カ
ー
ド
切
り
換
え
の
基
準
②

使
用
環
境
に
つ
い
て

組
合
員
様
に
応
じ
て

切
換
え
方
法
を
探
り
ま
す

カードの比較表と切り換えのポイント

NEXCO 高速道路の割引対象金額が月３万円以上 or
首都高速道路か阪神高速道路の利用額が月 5,000 円以上1

カードを使う車両の名義は、組合員様が法人なら法人名義、
個人事業主なら代表者名義3

カードを使う車両を固定できる2

ＵＣ法人カード ＥＴＣコーポレートカード

コスト

利用料金

使用環境

カードが使える
車両は？

車両名義は？

●カード補償料など（注1）

５,０００円までの部分 0%

●カード補償料など（注1）

利用基準

な　し

●カード発行更新料：年間６００円（注３）

５,０００円超１万円までの部分 10%

１万円超３万円までの部分

３万円超の部分

15%

20%

●管理料
　 ▼高速道路通行料金

合計金額に応じた
割合で生じる（注２）

注１：詳細は各組合にご確認ください。
注２：利用のないカード（ゼロカード）の場合は、１枚につき500円。
注３：カード発行毎に600円必要になります。その他の費用として賦課金などが生じる場合もあります。
注４：正当な所有権・使用権を証明できる、セットアップ済みのＥＴＣ車載器であることが必要になります。
注５：組合員様の状況によっていずれが可能かは異なります。詳しくは加入組合までご相談ください。

注：他の高速道路の大多数
でもステップ方式で有利
な割引が適用されます

利用料金に応じて獲得する
マイレージを無料通行分へ充当

▼
管理料などコストを

差し引いた分が実質割引

ＥＴＣ車載器のある車両なら
どんな車両でもＯＫ（注４）

ＥＴＣ車載器のある車両なら
どんな名義の車両でもカード
利用ＯＫ（注４）

ＮＥＸＣＯ管轄高速道路割引対象金額
月額３万円以上

or
首都高速道路か阪神高速道路利用料金

月額５,０００円以上

券面記載の車両ナンバーの車だけで利用可能

法人の場合：法人名義のみ利用可能
個人事業主：代表者名義の車両のみ利用可能（注５）

マイレージ無し
▼

実質的に割引が無い状態

ＮＥＸＣＯ
（東 /中 /西日本
高速道路）
首都高速道路
阪神高速道路
（阪神圏）
いずれも共通

ＮＥＸＣＯ
（東 /中 /
西日本高速
道路）代表的

高速道路の
割引内容
（割引率） 首都高速道路

阪神高速道路
（阪神圏）

使うほど割引拡大！

ポイント 基準を満たしていればお電話を！
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も
れ
な
く
割
引
を
受
け
て
頂
く
た
め
に

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の「
正
し
い
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」を

　
「
大
口・多
頻
度
割
引
」
な
ど
が
適
用
さ
れ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ

カ
ー
ド
よ
り
有
利
な
価
格
で
高
速
道
路
を
利

用
で
き
る
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
」

（
以
下
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
）。
こ
の
「
大

口
・
多
頻
度
割
引
」
を
受
け
る
た
め
に
は
次

の
３
つ
の
情
報
が一
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
か
で
も
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
に
登
録
さ
れ

た
車
両
情
報
」
は
、
車
載
器
を
見
る
だ
け
で

は
適
切
な
車

両
情
報
が
登

録
さ
れ
て
い

る
か
が
わ
か

り
づ
ら
い
も

の
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
の

パ
ー
ト
で
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
に
登
録
さ

れ
た
車
両
情

報
を
適
切
に

管
理
し
て
い

た
だ
く
た
め

に
大
切
な
こ

と
を
ま
と
め
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
情
報
が
正
し
く
な
い
と
ど
の

よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
組
合
員
様
に
生
じ
る

か
。
次
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
車
両
情
報

が
不
適
切
に
な
る
か
を
説
明
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
不
適
切
さ
の
解
決
に
は
車
載
器
に

登
録
さ
れ
た
車
両
情
報
を
変
更
す
る
「
再

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
を
行
う
必
要
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
万
全
に
す
る
た
め
の

手
順
や
注
意
点
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
大
口
・
多
頻
度
割
引
」
な
ど
Ｅ

Ｔ
Ｃ
割
引
の
一
部
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
点
が
一
番
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
（
注
１
）。
次
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
照

会
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
点

も
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。そ
の
他
に
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
開
閉
バ
ー
が
開
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
え
る
な
ど
実
際
の
走

行
で
も
支
障
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
ん
な
時
に
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が

必
要
に
な
る
か
。

　

具
体
的
に
は
す
で
に
車
載
器
に
登
録
し
て

い
る
車
両
情
報
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る

か
。
一
番
多
い
例
は
、
現
在
使
っ
て
い
る
車

両
か
ら
車
載
器
だ
け
を
取
り
外
し
、
別
の
車

両
に
車
載
器
を
取
り
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
営
業
車
両
を
新
車
に
換
え
る
場
合
な
ど

が
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
次
に
多
い
の
が
、

車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
で
す
。
例
え
ば
、
事
務
所
の
移
転
に

伴
い
、
ナ
ン
バ
ー
を
変
え
た
。
あ
る
い
は
、

営
業
車
両
の
配
車
先
を
変
更
し
た
た
め
に
、

ナ
ン
バ
ー
を
変
え
た
と
い
う
ケ
ー
ス
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
車
両
管
理
の
様
々
な
場
面

で
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
適
切
に
割
引
を
受
け

ど
ん
な
時
に
車
両
情
報
が

不
適
切
に
な
る
か
？

ど
ん
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
？

再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
手
順

１
．
実
際
の
車
両
ナ
ン
バ
ー

２
．
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
記
載
の
車
両
ナ
ン
バ
ー

３
．
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
に
登
録
さ
れ
た
（
ナ
ン

バ
ー
な
ど
の
）
車
両
情
報

高い品質サービスでお客様をサポート
コンピュータソフトウェアの
受託開発を承ります。

［電  話］ 079-295-6150
［ホームページ］ http://www.kkng.jp/kansai/

関西情報サービス株式会社

想いを
　　実現へ

不動産のご購入から賃貸物件のリーシングまで
トータルにサポートいたします。
宅地建物取引業  兵庫県知事（3）401133号
（一社）兵庫県宅地建物取引業協会会員
（公社）全国宅地建物取引業保証協会会員
（公社）近畿地区不動産公正取引協議会加盟

［電  話］ 079-295-1567
［ホームページ］
http://www.kyouei-planning.com/

協栄プランニング株式会社

どんな時にセットアップが必要？
〜　  のすべて一致で割引適用

カード記載の車両ナンバー

品川 100

あ12-34 ココ

実際の車両ナンバー

ETC車載器に登録され
た車両ナンバーなどの
車両情報

 要注意！

次のようなケースで車載器へ車両情報の再書き
込みを行う「再セットアップ」が必要になります

①車載器を別の車両に
取り付ける場合

②車両ナンバーの変更
があった場合

車両Ａ

車載器

車両Ｂ

ETC

12-34
98-76

NEW！
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け
取
り
、
そ
れ
を
返
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
組
合
は
、
組
合
員
様
か
ら
提
出
頂
い
た
書

類
を
も
と
に
、
新
し
い
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
従
来
使
っ
て
い
た
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ー
ド
を
引
き
続
き
お
使
い
頂
き
、
組
合

員
様
が
割
引
を
で
き
る
だ
け
漏
れ
な
く
受
け

取
れ
る
よ
う
に
手
配
し
ま
す
。
そ
の
後
、
道

路
会
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
新
し
い
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
、
組
合
経
由
で
組
合
員
様

へ
お
届
し
ま
す
。
最
後
に
、
従
来
使
っ
て
い
た

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
返
送
し
て
い
た
だ

き
手
続
き
完
了
と
な
り
ま
す
（
右
図
参
照
）。

注
意
し
て
頂
き
た
い
の
は
、
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

が
必
要
な
状
態
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
手
続
き
を
行
い
、
従
来
使
っ
て
い
た
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
暫
定
的
に
使
う
承
認
を
道

路
会
社
か
ら
得
な
い
限
り
は
、
基
本
的
に
は

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
点

で
す
。
そ
の
た
め
、
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
後
は
、

組
合
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
き
、
す
み
や
か
に

手
続
き
を
終
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
が
可

能
か
は
、
組
合
員
様
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
組
合
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な
方
法
に
つ
い
て
、

ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
実
際
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
再
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
を
行
う
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
。
通

常
、
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
車
両
を
「
Ｅ
Ｔ

Ｃ
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
」
に
持
ち
込
み
、
店
舗
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
店
は
右
図
で
示
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

近
く
の
店
舗
を
簡
単
に
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
注
意
し
て
頂
き
た
い
の
は
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
車
両
に
対
応
し
て

い
る
店
舗
か
ど
う
か
な
ど
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
記
載
が
な
い
こ
と
で
す
。

持
ち
込
む
車
両
が
特
殊
な
場
合
、
事

前
に
電
話
連
絡
の
上
来
訪
し
た
方
が

確
実
で
す
。
ま
た
、
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
と

「
オ
フ
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
の
２

つ
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
、

車
載
器
に
登
録
さ
れ
て
い
る
情
報
の

変
更
が
即
日
で
行
わ
れ
ま
す
。
ス

ム
ー
ズ
な
手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
対
応

店
舗
を
選
ぶ
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

　

ま
た
、
同
図
内
に
記
載
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
注
意
点
の
詳
細
を
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
、
ご
確
認

の
上
、
適
切
な
方
法
で
の
再
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
た
め
の
「
正
し
い
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
が
で

き
る
か
。
代
表
的
な
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て
、

具
体
的
に
手
順
を
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。
営

業
車
両
の
入
替
に
伴
い
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
だ

け
を
取
り
外
し
、
新
し
い
営
業
車
両
に
取
り

付
け
た
場
合
。
そ
し
て
、
車
載
器
が
取
り
付

け
ら
れ
た
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
注
意
し
て
頂
き
た

い
の
は
、
こ
れ
ら
の
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う

場
合
、
あ
わ
せ
て
従
来
お
使
い
頂
い
て
い
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
新
し
い
も
の
に
取

り
換
え
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
後
に
、
組
合
に
対

し
て一
定
の
手
続
き
を
と
っ
て
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
順
と
し
て
は
、
最
初
に
再
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
を
行
え
る
カ
ー
用
品
店
な
ど
で
再

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
加
入

し
て
い
る
組
合
に
連
絡
の
上
、
フ
ァッ
ク
ス
な

ど
で
車
両
変
更
の
届
出
に
関
す
る
書
類
を
受

再セットアップの手順

再セットアップのチェックポイント

再セットアップが必要になった

加入組合へ連絡。登録車両の変
更手続き（ＥＴＣコーポレートカー
ド交換の手続き）を行う

ETCセットアップ店に車両や車載
器などを持ち込み再セットアップ

各組合にて、新カードが発行されるま
で一時的に従来のカードを使用し割
引が継続されるように道路会社へ依頼

道路会社から組合へ。従来のカー
ドを一時的利用の承認がおりる

新カードが道路会社より、組合
を経由して組合員様にお届け

一時的利用の承認について、組
合から組合員様へご連絡

新カードをご利用頂き、従来のカー
ドは組合へ返送いただき手続き完了

Step１

Step3

Step2

Step4

Step5

Step7

Step6

Step8

●車載器を別の車両に取り付ける
●車両ナンバーの変更　など

（組合 → 組合員様）必要書類を FAX などでお渡し
（組合員様 → 組合）記入の上、返信

▼注意点は下図を参照

〈ポイント〉Step ３〜 Step ６は、スムーズにいって１
〜２営業日で手続き完了

〈ポイント〉Step ３から新カード到着までは約 10 日〜
２週間

＜注１＞セットアップ情報と車両情報が異なった状態で ETCを利用することは ETCシステム利用規程違反となります。悪質な利用と判断された場合、不正通行車両とみなされ割引などが適用されない場合があります。
※参考：ETCシステム利用規程第４条第３項
　車載器の取扱いについて（抜粋）…車載器を取得した者は、車載器の取り付けられた自動車のナンバープレート（自動車登録番号標及び車両番号標をいいます。）が変更になった場合、車載器の取り付けられ
た自動車をけん引できる構造に改造した場合、車載器を他の自動車に付け換えた場合等セットアップされている情報に変更が生じた場合には、再度セットアップをしなければなりません。

「一般財団法人道路システム高度化推進機
構」が運営するＨＰで店舗を検索可能
【HPアドレス】http://www.shop.orse.
or.jp/shop/setupmap/

①オンラインセットアップ 必要な情報をオンラインでやり取
り。即日セットアップが完了する。

②オフラインセットアップ 必要な情報を FAXや郵送でやり取り。
セットアップ完了まで概ね１週間。

① セットアップする車両と車検証
② 料金（個別にお店に確認しましょう）
③ 車載器
④ 車載器管理番号（車載器ごとに割り振られた 19 桁の番号）

Check１　お店さがし

Check２　セットアップ方法は２種類

Check３　必要なものは？

●地域ごとにお店検索が可能。対応可能車
両については各店舗に確認しましょう。

ホームページ出典：一般財団法人道路システム高度化推進機構
※ホームページはアドレス、掲載情報などが更新・変更・削除などがなされる
場合がありますので予めご了承ください。

車載器管理番号は車載器本体や説明書などに記載があります。
詳しい確認方法は、ＨＰ：http://www.orse.or.jp/use2/service04.html

などをご確認ください
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再
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
す
る
時

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
注
意
す
る
？

【
注
意
】 

こ
の
間
は
従
来
の
カ
ー
ド
は
利
用
で
き
ま
せ
ん



外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
導

入
の
決
定
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
（
下
図
を
参
照
）。
そ
の

後
、
日
本
側
で
は
受
け
入
れ
企

業
様
に
て
、
職
種
や
作
業
、
実

習
生
の
国
籍
な
ど
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
希
望
を
お
持
ち

か
を
詳
細
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
同
時
に
、
実
習
生
の
宿

泊
施
設
手
配
な
ど
受
け
入
れ

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

他
方
、
受
け
入
れ
企
業
様
の

希
望
の
内
容
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
実
習
生
を
送
り
出
す
国

に
お
い
て
、
実
習
生
の
募
集
と

一
次
面
接
を
行
い
ま
す
。
候
補

者
を
絞
り
込
ん
だ
後
、
受
け
入

れ
企
業
担
当
者
様
に
よ
る
最

終
面
接
を
経
て
、
実
習
生
を
決

定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
現
地
の

日
本
語
学
校
な
ど
で
日
本
語

学
習
を
経
て
、
実
習
生
の
入
国

と
な
り
ま
す
。

　

実
習
生
は
入
国
後
、
研
修
セ

ン
タ
ー
で
日
本
語
学
習
、
日
本

の
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て

の
講
習
を
受
け
ま
す
。
こ
の
講

習
終
了
後
、
受
け
入
れ
企
業
様

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
全
商
連
加
盟
組

合
が
手
掛
け
る
「
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
事
業
は
「
外

国
人
技
能
実
習
生
制
度
」を
活
用
し
た
も
の
。

一
定
期
間
、
外
国
の
青
年
労
働
者
を
日
本
に

受
け
入
れ
、
我
が
国
の
産
業
に
、「
雇
用
」

と
い
う
形
態
を
通
じ
て
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
技
術
や
技
能
・
知
識
を
獲
得
し
て
も
ら

い
、
帰
国
後
に
自
国
の
産
業
発
展
に
寄
与
し

て
も
ら
う
と
い
う
趣
旨
・
目
的
を
有
す
る
も

の
で
す
。

　

で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
（
以
下
、
実

習
生
）
を
受
け
入
れ
る
企
業
に
は
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
若
手
の
人
材
確
保
が
厳
し
く

な
っ
て
い
く
現
状
に
対
し
て
、
安
定
的
に
若

手
の
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
後
ほ
ど
、
受
け

入
れ
の
流
れ
に
つ
い
て
は
詳
し
く
説
明
し
ま

す
が
、
実
習
生
は
最
長
で
３
年
間
（
来
日
当

初
は
日
本
語
習
得
な
ど
の
講
習
に
当
て
ら
れ

ま
す
）、
日
本
で
雇
用
関
係
を
前
提
と
し
た

実
習
が
可
能
で
す
。
繰
り
返
し
受
け
入
れ
を

す
る
こ
と
で
、企
業
に
定
期
的
に
「
若
い
力
」

を
導
入
し
、活
性
化
を
図
る
事
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
実
習
生
は
技
術
の
習
得
を
し
た
い
と

考
え
て
来
日
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
意
欲
溢
れ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

他
方
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
育
成
す
る

こ
と
で
企
業
に
と
っ
て
は
人
材
育
成
を
通
じ

た
国
際
貢
献
が
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に
海
外

進
出
を
考
え
て
い
る
企
業
の
場
合
、
実
習
生

と
働
く
こ
と
で
そ
の
出
身
国
の
人
々
の
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
ー
の
把
握
も
で
き
る
な
ど
、
海
外

進
出
の
礎
を
築
く
と
い
う
こ
と
に
も
期
待
が

持
て
ま
す
。

　

ま
ず
、受
け
入
れ
企
業
と
組
合
と
の
間
で
、

受
入
企
業
に
は

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
？

実
習
生
受
け
入
れ
ま
で
の

具
体
的
な
流
れ
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
事
業

安
定
的
に
意
欲
溢
れ
る
若
者
を
受
け
入
れ
る

現地での
手順

日本側での
手順

受け入れ
企業の
導入決定

組合入会
手続き

現地送り出し
機関による
実習生候補の
募集

一次選考

日本語学校での
日本語学習

入国手続き
（２）
ビザ申請

企
業
担
当
者
に
よ
る
最
終
面
接

実習生事
業委託契
約の締結

職種・作業・
受け入れ人
材について
の希望聴取

入国手続き
（１）

入国管理局
への申請

次の
実習生
受け入れ

習得した
技能を
現地企業
で活かす

実習生の
宿泊施設
などの手配

研修センター
での講習

●日本語学習
●日本の生活習慣の案内
●公的機関講師による
講習会など

入
国
許
可

実
習
生
の
入
国

帰

　国
技
能
検
定
試
験

企業での
実地研修
開始

企業での
実地研修
開始

約1カ月

約10カ月間
約2カ月間

（1カ月間の場合もあり）

外国人技能実習生 1号

実習生候補

技能実習生 2号

2年間

最長3年間約6カ月

5
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て
、
日
本
で
獲
得
し
た
ス
キ
ル
を
発
揮
し
活

躍
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
習
生
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
色
々

な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
ど
の
よ
う
な
「
職
種
」
で
実
習
生
を

受
け
入
れ
る
か
を
予
め
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
は
、
各
組
合
が
企
業

様
に
対
し
て
詳
細
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
職
種
な
ら
受
け
入
れ
可
能
か

な
ど
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

金
銭
的
な
コ
ス
ト
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
実

習
生
が
宿
泊
す
る
宿
舎
に
ま
つ
わ
る
コ
ス

ト
。
そ
し
て
、
雇
用
関
係
を
前
提
と
す
る

実
習
に
な
る
た
め
、
実
習
生
に
対
す
る
賃

金
が
生
じ
ま
す
（
賃
金
は
、
各
都
道
府
県

で
設
定
さ
れ
る
最
低
賃
金
以
上
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）。
そ
の
他
、
雇
用
に
関
連

し
て
企
業
が
負
担
す
る
労
災
保
険
な
ど
の

一
般
的
な
負
担
が
生
じ
ま
す
。
各
組
合
に

対
し
て
は
、
監
理
料
を
お
支
払
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
方
、
監
理
・
監
督
の
面
で
は
生
活
指

導
員
（
５
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
常
勤

社
員
）
な
ど
の
設
置
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
（
下
図
版
を
参
照
）。

　

そ
の
他
、
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
必

要
事
項
に
つ
い
て
は
各
組
合
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳
細
に
ご
回
答
さ

し
上
げ
ま
す
の
で
、
受
け
入
れ
を
検
討
さ

で
の
実
地
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
入
国

か
ら
約
10
カ
月
後
に
行
う「
技
能
検
定
試
験
」

に
合
格
す
る
と
、
実
習
生
は
受
け
入
れ
企
業

と
再
雇
用
契
約
を
結
び
、
２
年
間
技
能
実
習

を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ー
タ
ル
最
長
３
年
間
の
実
習
が
終
了

後
、
実
習
生
は
帰
国
し
、
現
地
企
業
に
お
い

れ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

意
欲
あ
る
若
者
で
は
あ
る
が
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
と
い
う
点
に
不
安
を
感
じ

る
企
業
様
に
対
し
て
、
加
盟
組
合
で
は
実

習
生
に
対
す
る
綿
密
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
実
習
生
の
監

理
団
体
で
あ
る
組
合
に
求
め
ら
れ
る
要
件
、

例
え
ば
３
カ
月
に
１
度
以
上
の
役
員
に
よ

る
監
査
と
報
告
や
、
実
習
生
に
対
す
る
相

談
体
制
の
確
保
。
技
能
試
験
ま
で
の
間
１

カ
月
に
１
度

以
上
実
施
す

る
事
を
求
め

ら
れ
る
、
職

員
に
よ
る
訪

問
指
導
な
ど

は
当
然
実
施

し
ま
す
。
加

え
て
、
全
商

連
加
盟
組
合

で
は
、
連
携

を
取
っ
て
通

訳
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
。
現

地
機
関
や
実

習
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
不

都
合
が
な
い

よ
う
に
配
慮

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
日
本

語
勉
強
会
を
開
催
し
実
習
生
の
日
本
語
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
促
す
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
組
合
も
あ
り
、
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
詳
細
を
説
明
し
ま

す
が
、
実
習
生
の
日
本
語
能
力
を
高
め
る

勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
開
催
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

　

実
習
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
ご
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
各
組
合
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
入
れ
企
業
様
へ

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

各
組
合
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

外国人実習生受入事業を展開する加盟組合

実習実施機関（受け入れ企業様）
に係る受け入れの要件

何人まで受け入れ可能か？

● 協同組合ケイ・ケイネットワーク
● 経営ビジネス協同組合
● 協同組合オー・ビー・エヌ
● ティー・アイグループ事業協同組合
● 協同組合エヌ・ティー・アイ
● ミドルウェア協同組合
● 協同組合アイ・ネットサービス

１ 技能実習指導員及び生活指導員を配
置していること

２ 技能実習日誌を作成し備え付け、技能
実習終了後１年以上保存すること

３ 技能実習生に対する報酬が日本人が
従事する場合と同額以上であること

４ 他に技能実習生用の宿舎確保、労災
保険等の保障措置、経営者等に係る
欠格事由等の要件あり

受け入れに当たっては、以下の要件が企業様
に求められます。各要件の意味あいなどの詳
細については組合までお問い合わせください

● 協同組合オー・エム・シー
● オー・エム・ネット事業協同組合
● オー・ティー・アイ事業協同組合
● ビジネスネット協同組合
● ネットサービス協同組合
● トータルビジネス協同組合

※新規受け入れ希望について、対応可能かは各組合までお問い合わせください。

実習実施機関の
常勤職員総数

50人以下 3人

51人以上100人以下 6人

101人以上200人以下 10人

201人以上300人以下 15人

301人以上 常勤職員総数
の20分の1

実習生の
人数

●表は技能実習生の受入れ特例人数枠。
職種により人数がかわる場合などが
あります。

6



　

第
４
回
目
と
な
る
「
外
国
人
実
習
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
が
平
成
25
年
３
月
29

日
、
兵
庫
県
姫
路
市
「
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
青
山
」
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
商
連
加
盟

組
合
が
手
掛
け
る
「
外
国
人
技
能
実
習
生
受

入
事
業
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
各
組
合
で
は
、
日
本
語
勉
強
会
な
ど

を
随
時
開
催
す
る
な
ど
、
実
習
生
の
日
本
語

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
作
文
執
筆
を
通
じ

た
、さ
ら
な
る
日
本
語
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
、

執
筆
テ
ー
マ
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
事

で
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
受
け
入
れ
企
業

様
と
、
よ
り
強
固
な
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ

が
築
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
前
回
実
績
を
大
幅
に

上
回
る
応
募
総
数
１
８
２
作
品
（
前
回

１
４
７
作
品
）
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
か
ら
、
城
西
国
際
大
学
で
日
本
語

教
育
な
ど
の
科
目
を
担
当
す
る
高
見
澤
孟
大

学
院
特
任
教
授
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経

て
、
最
優
秀
賞
２
作
品
、
優
秀
賞
１
作
品
、

特
別
賞
３
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
お
し

く
も
入
選
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
優

わ
ず
か
１
〜
２
年
で

巧
み
な
日
本
語
を
習
得

第
４
回
外
国
人
実
習
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

日
本
語
の
習
熟・文
化
交
流
の
場
に

秀
な
５
作
品
に
つ

い
て
は
、
協
賛
い

た
だ
く
姫
路
大
手

前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
よ
り
、「
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
」
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
実
習

期
間
１
〜
２
年
ほ

ど
と
は
思
え
な
い

巧
み
な
日
本
語
で

執
筆
さ
れ
た
作
品

は
、
ど
れ
も
甲
乙

つ
け
が
た
い
出
来

で
、
積
極
的
に
日

本
語
を
学
び
た
い

と
い
う
姿
勢
が
に

じ
み
出
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
の

作
品
に
つ
い
て

は
、
誤
字
や
表
現

方
法
の
誤
り
な
ど

を
そ
の
ま
ま
に
、

全
文
を
掲
載
し

ま
し
た
。
是
非
、

ご
一
読
い
た
だ
き

実
習
生
の
積
極

性
や
日
本
語
習

得
に
対
す
る
情

熱
を
感
じ
取
っ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
に
は
、
全
国
に
約
３
０
０
０
の
温
泉
が
あ
り
、
利

用
者
は
１
年
間
に
延
べ
１
億
人
ぐ
ら
い
人
以
上
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

温
泉
と
い
え
ば
、
地
中
か
ら
湧
き
で
る
温
か
い
お
湯
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
し
か
し
、
冷
た
い
水

で
も
、
規
定
の
成
分
を
含
ん
で
い
れ
ば
温
泉
と
い
う
。
温

泉
の
色
は
、
透
明
な
も
の
か
ら
白
く
に
ご
っ
た
も
の
や
青

色
を
し
た
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
成
分
の

違
い
に
よ
っ
て
、
神
経
痛
や
皮
膚
病
、
高
血
圧
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
病
気
に
効
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

か
っ
て
、
温
泉
は
病
気
や
け
が
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い

た
。
今
は
、
環
境
を
か
え
て
の
ん
び
り
す
る
た
め
に
利
用

す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
温
泉
の
多
く
は
自
然
の
豊
か
な

場
所
に
あ
る
。
だ
か
ら
、緑
を
見
な
が
ら
、露
天
風
呂
に
入
っ

た
り
、
広
い
お
風
呂
で
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
に
つ
か
っ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　

伊
賀
市
で
は
、
温
泉
も
あ
り
ま
す
。
や
す
み
の
日
、
よ

く
友
達
と
温
泉
に
つ
か
り
ま
す
。
値
段
安
い
し
、
た
の
し

い
し
、
そ
し
て
、
疲
れ
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近

で
は
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
が
出
て
き
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

普
通
の
銭
湯
よ
り
値
段
は
高
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

お
風
呂
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
エ
ス
テ
な
ど
が
あ
り
、
１
日
中

楽
し
め
る
。

　

ス
ー
パ
ー
銭
湯
は
忙
し
い
人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
癒

し
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

受賞者一覧と選考基準

刘 　庆 （リュウ ケイ）

李 喜年 （リ キネン）

张 娜娜 （チョウ ナナ）

宋 林平 （ソウ リンヘイ）

张 　俊 （チョウ シュン）

张 世超 （チョウ セチョウ）

王 海荣 （オウ カイエイ）

孙 战勋 （ソン センクン）

杨 　鹏 （ヨウ ホウ）

张 朝莲 （チョウ チョウレン）任 金娟 （ニン キンエン）

最優秀賞

特別賞

ライオンズクラブ賞

優秀賞

【選考基準】
日本語の文法・表現方法、
表記の正確さを基準として、
実習期間の長さを加味して
選考。
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（
中
華
人
民
共
和
国
）

　

● 

実
習
経
験
期
間　

２
年

　

● 

受
け
入
れ
組
合

オ
ー
・
エ
ム
・
ネ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合

温  

泉
最
優
秀
賞

リ
ュ
ウ

ケ
イ



李リ

　
喜キ
ネ
ン年（中

華
人
民
共
和
国
）

　

● 

実
習
経
験
期
間２

年
３
カ
月

　

● 

受
け
入
れ
組
合

経
営
ビ
ジ
ネ
ス
協
同
組
合

任ニ
ン

　
金キ
ン
エ
ン娟（中

華
人
民
共
和
国
）

　

● 

実
習
経
験
期
間1

年
10
カ
月

　

● 

受
け
入
れ
組
合

オ
ー
・
エ
ム
・
ネ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合

　

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
日
本
で
２
年
過
ご
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

の
良
師
と
益
友
が
心
の
中
に
同
居
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
話
し
を
し
な
い

私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
内
向
的
な
性
格
で
し
た
。
子
供
の
頃
、
本
を
読

む
こ
と
が
好
き
で
、
特
に
漫
画
が
好
き
で
し
た
。
本
は
、
ス
ト
レ
ス
を
和

ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
本
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
か
ら
、
見
え
な
い
力
が

私
の
精
神
に
わ
と
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
心
の
や
す
ら
ぎ
が
、
私

に
と
っ
て
の
良
師
と
益
友
に
成
り
ま
す
。

　

日
本
で
読
ん
で
好
き
に
な
っ
た
本
は
、
先
輩
の
実
習
生
か
ら
も
ら
っ
た
、

「
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品

集
」
で
す
。
こ
の
中
で
人
々
の
思
想
や
希
望
、
嬉
し
か
っ
た
事
や
悩
ま
し

い
事
だ
け
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
を
一
生
懸
命
に
励
み
な
が
ら
、

日
本
語
の
勉
強
す
る
様
子
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
来

て
初
め
の
頃
は
、
何
を
書
い
て
良
い
の
か
判
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
読
め
な
い
文
章
で
、
読
む
た

め
に
辞
書
で
単
語
を
調
べ
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
判
ら
な
い
文
章
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
、
友
達
か
ら
「
走
遍
日
本
」

と
い
う
題
命
の
本
を
借
り
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
法
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
判
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
本
を
読
む
こ
と
に

よ
り
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
に
こ
の
本
は
、
ベッ
ド
の
側

に
置
き
、
寝
る
前
や
朝
早
く
起
き
た
時
に
読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
本
の
中
で
覚
え
た
言
葉
が
、
周
り
の
人
か
ら
聞
け
た
時
に
と
て
も
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
日
本
語
の
理
解
も
深
ま
り
、
生
活
も
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
日
本
語
の
勉
強
に
さ
ら
に
時

間
を
掛
け
、
仕
事
に
励
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
単
な
会
話
で

も
、
日
本
の
人
と
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
本
を
繰
り
返
し
読
ん
で
自
分
自
身
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
補
っ
て
き
ま

し
た
。
苦
し
み
を
乗
り
越
え
前
を
向
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
来
の
道
が
開

け
ま
す
。
残
り
わ
ず
か
な
実
習
期
間
で
す
が
、
実
習
生
の
仲
間
達
と
力

を
合
わ
せ
、
仕
事
に一
生
懸
命
打
込
み
ま
す
。

　

本
を
読
む
と
、
知
識
が
身
に
付
き
、
見
聞
も
広
め
ら
れ
る
の
で
良
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
み
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
が
私
の
良
師
と

益
友
に
な
っ
て
以
来
、
未
来
の
道
が
見
え
続
け
て
い
ま
す
。
故
に
こ
の
本
を

中
国
に
持
っ
て
帰
っ
た
時
に
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
へ
行
こ
う
と
す
る
同
胞
へ
、

本
で
学
ん
だ
事
や
私
が
日
本
で
経
験
し
た
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

私
の
良
師
と

益
友

日
本
の
生
活

注：外国人技能実習生の日本語習得レベルの高さや、実習生の努力の跡を感じて頂くために誤字・脱字、表現の間違いなどもそのままに
掲載しています。

　

私
自
身
の
中
に
も
、
日
本
と
中
国
は
言
葉
や
文
化
や
習
慣
の
全
く

違
う
国
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は
日
本
に
来
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
、
来
日
し
ま
し
た
。
で
も
、
実
際
日
本
に
来
て
、
日
本

の
言
葉
や
文
化
や
習
慣
に
触
れ
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
を
学
ぶ
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
知
っ
た
日
本

と
実
際
自
身
で
そ
の
場
に
立
ち
感
じ
る
日
本
は
全
く
違
う
も
の
だ
と
感

じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

実
習
生
と
し
て
日
本
に
来
日
し
た
の
で
、
決
し
て
休
暇
が
た
く
さ
ん

あ
る
わ
け
で
は
な
い
事
は
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
、
時
間
が
あ
れ
ば
同
期
の
実
習
生
や
先
輩
の
実
習
生
、
同
じ
職

場
の
仲
間
と
買
い
物
や
近
場
の
観
光
に
い
っ
て
い
ま
す
。
今
に
し
か
で
き

な
い
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
言
葉
に
関
し
て
も
、
日
本
語
は
日
常
会

話
程
度
の
も
の
を
研
修
時
に
習
っ
た
け
ど
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。日
々

仕
事
を
し
て
い
く
中
で
学
ぶ
も
の
も
あ
れ
ば
、
生
活
の
中
で
学
ん
で
い
く

べ
き
会
話
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
年
で
、
日
本
で
二
年
目
の
暮
ら
し
に
な
り
ま
す
。
環
境
の
変
化
も

慣
れ
て
き
た
と
今
で
は
思
い
ま
す
、
そ
れ
は
仕
事
面
だ
け
で
な
く
生
活

面
も
そ
う
で
す
。
日
々
様
々
な
人
と
ふ
れ
あ
い
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を

交
換
し
、
自
分
自
身
や
仕
事
に
対
す
る
理
解
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
つ

い
て
の
事
を
わ
ず
か
で
あ
り
な
が
ら
、
知
識
を
増
や
す
事
が
出
来
た
と

自
分
で
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
日
し
、
故
郷
を
恋
し
く
思
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
子
供
に
会

い
た
い
と
思
う
日
々
も
あ
り
ま
し
た
。
更
に
言
葉
が
分
か
ら
な
く
悔
し
い

思
い
も
し
た
事
も
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
悔
し
い
思
い
が
私

の
原
動
力
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
子
供

の
為
、
家
族
の
為
、
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
一
人
で
故
郷
か
ら
離
れ
、
正
直
不
安
の
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
去
年
一
年
間
日
本
で
生
活
を
し
て
、
日
本
は
私
が
考
え
て
い
た
以

上
に
暮
ら
し
や
す
い
国
で
あ
り
、
働
き
や
す
い
職
場
に
き
た
と
感
じ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、不
安
が
全
く
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
、

で
も
周
り
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
残
り
の
実
習
生
生
活
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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協同組合ケイ・ケイネットワーク
http://www.kknetwork.jp/	 079-295-1230
経営ビジネス協同組合
http://www.keiei-b.jp/	 079-295-1510
エヌ・ケー・サービス事業協同組合
http://www.nksbs.jp/	 079-295-1136
協同組合オー・ビー・エヌ
http://www.o-b-n.jp/	 079-292-6577
ティー・アイグループ事業協同組合
http://www.t-ig.jp/	 079-295-1256
協同組合ケー・シー・エス
http://www.s-t-i.jp/	 079-295-1368
アイ・ティーネット事業協同組合
http://www.aitnet.jp/	 079-295-1516

協同組合アイサポート
http://www.aisupport.jp/	 092-589-5004
協同組合アイ・ティー物流
	 079-295-6158
協同組合エヌ・エス・ビー
http://www.enuesubii.jp/	 079-295-1544
協同組合エフ・ケイビジネス
http://www.fk-b.jp/	 03-3641-5636
協同組合エヌ・ティー・アイ
http://www.n-t-i.jp/	 0258-27-3310
ミドルウェア協同組合
http://www.mdll.jp/	 052-703-3420
協同組合アイ・ネットサービス
http://www.ainets.jp/	 052-709-5234

協同組合オー・エム・シー
http://www.k-omc.jp/	 06-6998-2171
オー・エム・ネット事業協同組合
http://www.om-n.jp/	 06-6998-0071
経済交流事業協同組合
http://www.kkjk.jp/	 06-6998-0351
オー・ティー・アイ事業協同組合
http://www.o-ti.jp/	 06-6901-4417
ビジネスネット協同組合
http://www.businessnet-as.jp/	082-292-0894
ネットサービス協同組合
http://www.net-sv.jp/	 082-292-0891
トータルビジネス協同組合
http://www.total-business.jp/	 092-589-5002
首都・阪神高速利用協同組合
http://www.etc-world.jp/	 092-724-5689
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